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１．営業外収益の計上について

２．特別利益の計上について

３．平成27年1月期通期連結業績予想数値の修正（平成26年 2月 1日 ～ 平成27年 1月31日 ）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1 株 当 た り
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

前回発表予想(Ａ) 1,696 14 24 22 3.38 
今回修正予想(Ｂ) 1,892 53 198 197 29.94 
増減額(Ｂ－Ａ) 196 38 173 175 
増減率（%） 11.6 263.0 715.6 784.0 
(ご参考)前期実績
（平成26年1月期）

1,534 △ 102 3 16 2.50 

４．平成27年1月期通期個別業績予想数値の修正（平成26年2月1日～平成27年1月31日 ）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1 株 当 た り
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

前回発表予想(Ａ) 1,168 △ 83 △ 54 84 12.73 
今回修正予想(Ｂ) 1,179 △ 109 67 208 31.59 
増減額(Ｂ－Ａ) 11 △ 26 121 124 
増減率（%） 1.0 ―　 ―　 148.1 
(ご参考)前期実績
（平成26年1月期）

1,045 △ 134 1 14 2.13 

営業外収益並びに特別利益の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ

 　当社は平成27年１月期第４四半期連結会計期間において,営業外収益並びに特別利益を計上すると
ともに、最近の業績の動向等を踏まえ、平成26年12月10日に公表いたしました平成27年１月期通期業
績予想を、下記の通り修正いたしますのでお知らせいたします。

記

　平成27年１月期第４四半期連結会計期間において、為替相場の変動により為替差益が発生したた
め、営業外収益として為替差益81百万円を計上いたします。これは、主として当社保有の外貨建資産
が第３四半期末に比べて円安に推移したことにより発生した為替差益であります。

　平成27年１月期第４四半期連結会計期間において、当社が保有する国内上場株式等の売却に伴い売
却益が発生したため、特別利益として投資有価証券売却益４百万円を計上いたします。



５．差異及び修正の理由

（注意事項）

以　上

　上記に記載した予想は、作成日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり実際の業
績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

＜連結＞
　売上はコイル・トランス販売が若干伸び悩みましたが、フェライトコア販売は車載、産業機器向け
を中心に国内外で順調に推移したため、売上全体としては予想より11.6％増の１８億９千２百万円と
なる見込みです。損益面では外貨建て売上の増加、原価率の低減、経費等の削減に努めた結果、営業
利益は５千３百万円となる見込みです。経常利益は営業外収益における為替差益等により１億９千８
百万円、当期純利益は１億９千７百万円となる見込みです。
＜個別＞
　売上はコイル・トランス販売が若干伸び悩みましたが、フェライトコア販売は車載、産業機器向け
を中心に国内外で順調に推移したため、売上全体としては予想より1.0％増の１１億７千９百万円と
なる見込みです。損益面では経費等の削減に努めたものの円安に伴う仕入原価上昇により赤字幅が拡
大し、１億９百万円の営業赤字となる見込みです。経常利益は営業外収益における為替差益等により
６千７百万円、当期純利益は平成26年６月23日にお知らせ致しました子会社の清算益の計上も含め２
億８百万円となる見込みです。
　なお、子会社の清算に係る連結決算への影響は、連結子会社であるため軽微です。


